
大槌町 源水地区
地区防災計画策定の取組み

令和6年3月19日

大槌町防災対策課



源水地区の位置
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源水地区の状況
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 大槌川右岸に存在する東日本大震災津波の遡上の上限付近に位置する地区

 町内の中でも、古くから自治会が形成されている地区（設立：s58.7.1)

 震災後、町内最大の公営住宅（151戸）が整備された地区

 264世帯、476人、高齢化率36.6%(令和5年12月末現在）

津波浸水想定
洪水浸水想定



源水地区の課題

 津波浸水想定及び洪水浸水想定において、地区のほぼ全域が浸水する想定

 震災後、自主防災組織が自然消滅

 南北に長い地形の地区なので、避難場所が複数個所必要

 地区内には、避難所がない

 地区内・隣接する地区の災害公営住宅2か所の自治会と連携して防災活動等を行って
いきたい

 他地区から移設となった「こども園」が地区内に開設したため、こども園との連携
も図る必要がある

 高齢化率が高く、一人暮らしが多い、また高齢者とその子どもの2人世帯（老々世
帯）、車がない人もいる

 自治会の総会では、9割が委任状の提出で、参加者も70-80代世代がほとんどであり、
若者世代の取り込みが課題

地域において、共助の

防災の取組みが必要！
地区防災計画作成に取り組むことに！



作成主体とアドバイザー

 作成主体：源水自治会（107世帯）

会長・副会長・事務局長・役員・地区の防災士が中心となって

 アドバイザー

防災士会岩手県支部 山崎 正幸 事務局長

岩手県防災課 髙橋 巧 主事他

大槌町防災対策課



経 過

回 開催日 内 容

1 R4.5.17 自治会三役とアドバイザー顔合わせ

2 R4.9.12 アドバイザーから地区防災計画についての説明・事例紹介

3 R4.12.23 源水自治会役員会にて、地区防災計画策定をしていくことについて説明

4 R5.4.23 源水自治会総会にて、地区防災計画について説明

5 R5.5.23 源水自治会にて実施する防災アンケートについて

6 R5.6.26 ①アンケート結果の共有 ②まち歩きプランの素案について

7 R5.7.12
①アンケートの質問に対する回答の確認
②まち歩きプランについて

8 R5.8.18 源水自治会ウォークラリー事前確認

9 R5.8.20 源水自治会ウォークラリー実施

10 R5.9.20 ①ウォークラリーふり返り ②源水地区防災計画の素案について

11 R5.10.13 源水地区防災計画案について

12 R5.12.13 源水地区防災計画について

13 R6.1.28 源水自治会臨時総会にて、地区防災計画を承認



源水自治会 防災アンケート
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源水自治会 防災アンケート
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源水自治会 防災アンケート

【自由記載（意見・疑問点）】

 役場（担当課）及び、消防署、地域を管轄する消防団と情報を共有しあえる立場になっ

てほしい。

 津波の時の避難場所まで、自宅から道路に出るまでの砂利道は車椅子だと大変難しく時

間がかかります。家族がいれば大丈夫だと思いますが不安です。

 自主避難できない世帯を把握すること。

 車がなく、老人（要介護者）がいる場合、どうしたらいいでしょうか。

 ひとりで避難できない方は源水地区に何人くらいいるのでしょうか。計画作成にあたっ

て知りたいと思います。

 源水地区において、すべての障がい者、要介護者を把握しているか。

 災害時に確認に来て欲しい。



源水自治会ウォークラリー



源水自治会ウォークラリー



源水自治会ウォークラリー

開会式

津波碑の前での会長の講話

ウォークラリーに出発！ ポイントでのクイズ出題



源水地区防災計画

別紙「源水地区防災計画」を用いて

説明いたします



大槌町 源水地区防災計画策定の取組み

令和6年3月19日

大槌町防災対策課

ご清聴ありがとうございました
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